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１．茅野市景観計画とは 

茅野市は、八ヶ岳に象徴される豊かで美しい自然環境と雄大で力強い風景に恵まれた都市であ

り、この自然や風景から多くの恩恵を授かり、縄文文化以来の永い歴史と独自の文化をつくりあ

げてきました。 

この美しい景観を保全、また育成するため、平成 10年 3月に長野県により「八ヶ岳山麓景

観形成重点地域」が指定され、その区域内において一定規模を超える行為について届出による制

限が行われ、さらに、平成 13 年 3月には、茅野市らしい景観づくりを総合的かつ計画的に進

めるため「茅野市景観形成基本計画」を策定し、景観づくりに関する様々な取り組みを行ってき

ました。 

一方、国では、平成 16年４月に景観法が公布、平成 17年６月に全面施行されました。長野

県は、この景観法の施行を受け、平成１８年４月に「長野県景観育成計画」「八ヶ岳山麓景観育

成重点地域景観計画」を策定、合わせて「長野県景観条例」の見直しも図りました。 

「茅野市景観計画」は、以上のような背景を踏まえ、景観法に基づき、茅野市らしい景観を守

り、育て、つくり出し、将来の世代に引き継ぐことを目的に策定するもので、「茅野市都市計画

マスタープラン」を上位計画として、その基本目標の実現に向け、景観づくりの方針やそのため

の行為の制限などについて定め、景観づくりを推進するためのものです。 
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■届出対象行為の基準 

届出対象行為 
届出対象規模 

市街地 農村集落・森林山地 

建築物の建築等 

（法第 16 条第１

項第１号） 

建築物の新築、増築、改築若しく

は移転 

建築基準法(昭和 25 年法律第 201 号)第 6 条に規定する建築確認申請を

要する建築物 

外観を変更することとなる修繕

若しくは模様替又は色彩の変更 

外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又は色彩の変更による面

積が 25 ㎡を超えるもの 

工作物の建設等 

（法第 16 条第１

項第２号） 

工 作 物 の 新

設、増築、改

築若しくは移

転、及び外観

を変更するこ

ととなる修繕

若しくは模様

替又は色彩の

変更 

煙突 

鉄柱・木柱等 

遊技施設類 

高架水槽類 

高さが 13ｍを超えるもの 高さが 5ｍを超えるもの  

電気供給等施設 

高さが 20ｍを超えるもの 高さが 8ｍを超えるもの  

再生可能エネルギー発電設備 

（太陽光発電設備については、出力 10KW 以上のものとし、一般住宅等

で自家消費を目的としたものは対象外とする。）  

広告塔・広告板

類 

高さが 13ｍ又は表示面積が 25 ㎡

を超えるもの 

高さが 5ｍ又は表示面積が 3 ㎡を

超えるもの 

プラント類 

自動車車庫 

飼料等貯蔵施設 

石油等貯蔵施設 

処理施設類 

高さが 13ｍ又は築造面積が 500

㎡を超えるもの 

当該行為に係わる部分の築造面積

が 20 ㎡を超えるもの 

開発行為 

（法第 16 条第１

項第３号） 

都市計画法第４条第１２項に規

定する開発行為及びその他政令

で定める行為（土地の形質変更） 

面積が 3000 ㎡又は生じる法面・

擁壁の高さが 3.0ｍかつ長さが 30

ｍを超えるもの 

面積が 300 ㎡又は生じる法面・擁

壁の高さが 1.5ｍを超えるもの 

条例で定める行為 

(法第 16条第１項

第４号） 

土地の開墾、土石の採取、鉱物の

掘採  

面積が 3000 ㎡又は生じる法面・

擁壁の高さが 3.0ｍかつ長さが 30

ｍを超えるもの 

面積が 300 ㎡又は生じる法面・擁

壁の高さが 1.5ｍを超えるもの 

屋外における土石、廃棄物、再生

資源その他の物件の堆積 

高さが 3ｍ又は集積・貯蔵面積が

1000 ㎡を超えるもの 

高さが 3ｍ又は集積・貯蔵面積が

100 ㎡を超えるもの 

建築物又は工作物の外観におけ

る公衆の関心を引くための形態

又は色彩その他の意匠 

表示面積が 25 ㎡を超えるもの 表示面積が 3 ㎡を超えるもの 
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■景観づくり基準（景観法第８条第３項関係） 

■地域区分別景観づくり基準（市街地） 
行為 
区分 

大区
分 

小区分 市街地 商業系地域 市街地 工業系地域 市街地 住居系地域 

建
築
物
及
び
工
作
物
の
新
築
、
増
築
、
改
築
又
は
外
観
の
変
更 

形
態
・

意
匠 

道路からの 
位置 

・周辺と壁面線をあわせつ
つ、できるだけ道路から後
退し、連続した沿道の空間
を構成するように努める。 

・道路からできるだけ後退し、道路側に空地を確保するように努
める。 

隣地からの 
位置 

・隣接地と相互に協力して、
まとまった空地を生み出す
ように努める。 

・隣地の敷地境界からできるだけ離し、ゆとりのある空間を確保
する。 

敷地内の配置 ・敷地内に樹木や水辺等がある場合は、これらを生かせる配置とする。 
ランドマーク
との関係 

・八ヶ岳への眺望、湖沼等水辺景観を極力阻害しない配置とする。 
・電柱、鉄塔類はできるだけ目立たない位置に設置する。 

規 模 
・周囲の基調となる景観から著しく突出した印象を与えない規模、建築物等と敷地の釣り合いとす
る。 

建築物の 
高さの 

数値基準※１ 

・高さは、山並みの眺望の確
保や圧迫感の軽減等に配慮
し、できるかぎり低く抑え
るよう努める。 

・高さの最高限度は、商業地
域にあっては３１ｍ、近隣
商業地域にあっては２０ｍ
とする。 

・高さは、山並みの眺望の確保
や圧迫感の軽減等に配慮し、
できるかぎり低く抑えるよう
努める。 

・高さの最高限度は、２０ｍと
する。 

・高さは、山並みの眺望の確
保や圧迫感の軽減等に配慮
し、できるかぎり低く抑え
るよう努める。 

・高さの最高限度は、第一種
低層住居専用地域にあって
は１０ｍとし、その他にあ
っては２０ｍとする。 

 
用 途 地 域
(容積率/建
ぺい率) 

商業地域 
（400/80） 

近隣商業地域 
(200/80) 

工業地域・準工業地域 
（200/60） 

第一種低層住
居専用地域 
(80/50) 

左記以外の住
居系用途地域 
(200/60) 

 最高限度 ３１ｍ ２０ｍ ２０ｍ １０ｍ ２０ｍ 
形態・意匠の

調和、 
まとまり 

・周辺の基調となる景観に調和した形態であるとともに、全体としてまとまりある形態とする。 
・周辺の建築物等の形態との調和に努める。 

デザイン、 
屋根 

・建築物等の上部及び正面のデザインに特に留意し、都市美の形
成やランドマークの形成にも努める。 

・屋根の形状は原則としてこ
う配屋根で適度な軒の出を
有するものとし、こう配は
背景の山並みや周辺の建築
物等との調和に努める。 

伝統的様式の
尊重・継承 

・周辺に伝統的な様式を持つ建築物が多い場合には、その様式を継承し又は取り入れた意匠とする
よう努める。 

壁 面 ・壁面等は、大規模な平滑面が生じないよう、陰影等の処理に配慮する。 

屋上等設備 
・屋上設備は外部から見えにくいように壁面やルーバーで覆う等の工夫をする。 
・太陽光発電設備等を建築物に設置する場合は、色彩を建築物に合わせて調和を図る。 

非常階段等 
付帯設備 

・屋外階段、ベランダ、パイプ類等の付帯設備や付帯の広告物等は、煩雑な印象を与えないよう、
デザインに配慮し、建築物等本体との調和を図る。 

材
料 

調和・耐久性 ・周辺の景観と調和し、耐久性に優れた材料を用いる。 
反射光のある 

素材 
・反射光のある素材を使用する場合は周辺との調和に十分配慮し、突出することがないように努め
る。 

 

色彩の調和 ・街並みとしての連続性に配慮し、周辺の建築物等と調和した色調とする。 

建築物の 
色彩基準※２ 

・外壁及び屋根に使用する色彩については、全体を３色以内のコントラストでまとめることが望ま
しい。 

・外壁及び屋根の基調色はマンセル値によるものとし、色相に応じ以下のものを基本とする。 
■外壁 

色相 明度 彩度 

R 
3以上 
8以下 

6以下 
YR,Y 

3以上 
9以下 

N 
3以上 
9以下 

 

上記以外
の色相 

3以上 
8以下 

3以下 

■屋根 

色相 明度 彩度 

R,YR,Y,GY, 
G,BG,B,N 

5以下 4以下 
 

■外壁 

色相 明度 彩度 

R 
3以上 
8以下 

6以下 

YR,Y 
3以上 
9以下 

N 
3以上 
9以下 

 

GY,G, 
BG,B 

3以上 
8以下 

2以下 

■屋根 

色相 明度 彩度 

R,YR,Y,GY, 
G,BG,B,N 

5以下 4以下 
 

■外壁 

色相 明度 彩度 

R 
4以上 
8以下 

4以下 

YR,Y 
4以上 
9以下 

N 
4以上 
9以下 

 

GY,G, 
BG,B 

4以上 
8以下 

2以下 

■屋根 
色相 明度 彩度 

R,YR,Y,GY, 
G,BG,B,N 

5以下 4以下 
 

※１ 以下の施設は、上記の高さの最高限度の基準を適用しない。 
①学校、病院等の公益上必要な公共施設。 
②地域の伝統的な様式で、その特徴的な形態・意匠等を継承する建築物。 

 

色
彩
等 
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■地域区分別景観づくり基準（市街地） 

行為 
区分 

大区
分 

小区分 市街地 商業系地域 市街地 工業系地域 市街地 住居系地域 

建
築
物
及
び
工
作
物
の
新
築
、
増
築
、
改
築
又
は
外
観
の
変
更 

色
彩
等 

多色使い、 

色数 

・多色使い、アクセント色の使用等に際しては、使用する色彩

相互の調和、使用する量のバランスに十分配慮する。 

・使用する色数はできるだけ少

なくするよう努める。 

照 明 

・照明を行う場合は、周辺の建築物等との調和に留意する。 ・照明を行う場合は、設置場所
周辺の環境に留意し、過度な

ものとならないように留意す
る。 

・光源で動きのあるものは、原

則として避ける。 

敷
地

の
緑
化 

既存樹木等の

活用 

・敷地内に優れた樹木や防風林等がある場合は、可能な限り保存若しくは移植し、修景に生かす。 

緑化による 
圧迫感の軽減 

・周辺の建築物等に比べて相当大規模な建築物等にあっては、建物まわりの緑化により圧迫感、威
圧感の軽減に努める。 

駐車場等の 
処理 

・駐車場、自転車置場等を設ける場合は、周囲の緑化に努める。 

樹 種 
・使用する樹種は、地域の風土にあったものとし、特に道路等の公共空間や周囲の緑化との連続性
に配慮する。 

敷地境界の 
処理 

・敷地境界には樹木等を活用し、門、塀等による場合は、周辺の景観と調和するよう配慮する。 

特
定
外
観
意
匠
（
屋
外
に
お
け
る
広
告
物
の
表
示
又
は
掲
出
） 

配 置 

・道路等からできるだけ後退させるよう努める。 

・八ヶ岳や周辺の山並み、湖沼等水辺景観への眺望を阻害しないように努める。 

・建築物等の屋上への掲出は、眺望を阻害しないようにできるだけ控える。 

規模、形態・

意匠 

・基調となる周辺景観に調和する形態・意匠とし、必要最小限の規模とする。 
・建築物の外壁と一体となる広告物の規模は、各外壁において外壁面積（開口部を含む）の 
１／１０を超えないように努める。 

材 料 

・周辺の景観と調和し、耐久性に優れ、退色・はく離等の生じ
にくいものとする。 

・反射光のある素材を使用する場合は、周辺との調和に十分配
慮する。 

・耐久性に優れ、退色・はく離
等の生じにくいものとすると

ともに、設置箇所周辺の建築
物等と調和した素材の使用に
努める。 

・反射光のある素材を極力使用
しないように努め、やむを得
ず使用する場合は、着色等の

工夫をする。 

色彩等 

・けばけばしい色彩とせず、周辺の建築物等と調和した色調と
する。 

・多色使いに際しては、使用する色彩相互の調和、使用する量
のバランスに十分配慮する。 

・光源で動きのあるものは、周辺の景観との調和に留意する。 

・けばけばしい色彩とせず、で
きるだけ落ち着いた色彩を基

調とし、周辺の景観あるいは
建築物等と調和した色調とす
る。 

・使用する色数はできるだけ少
なくするように努める。 

・光源で動きのあるものは、原

則として避ける。 

地上に設置する再生

可能エネルギー発電
設備の配置、色彩等 

・再生可能エネルギー発電設備は、配置や緑化等の工夫により、周辺の景観との調和に努める。 

・再生可能エネルギー発電設備は、景観に配慮したできるだけ目立たない色彩に努める。 
・太陽光発電設備の太陽電池モジュールとフレームの色彩は、できるだけ同色に努める。 

土地の
形質の

変更 

法面、擁壁 

・土地の形質の変更は最小限にとどめ、やむを得ない場合でも法面ができるだけ生じないように緩

やかなこう配とし、緑化に努める。 

・擁壁を必要とする場合は、材料、表面処理の工夫、前面の緑化等により周辺の景観との調和を図
る。 

水辺等の活用 ・水辺等は極力保全し、活用するように努める。 

土砂の
採取及

び鉱物
の掘採 

遮へい 
・周辺から目立ちにくいよう、採取等の位置、方法を工夫し、敷地周辺の緑化等に努める。 

事後の緑化 
・採取等後は周囲の自然環境と調和した緑化等により修景する。 

屋外に

おける
物件の
集積又

は貯蔵 

高さ、積み上げ方法 

・物件を積み上げる場合には、高さをできるだけ低くするとともに、整然と、かつ威圧感のないよ

うに積み上げる。 
・道路から見えにくいように遮へいし、その際には植栽等を行い周辺の景観に調和するように努め
る。 

 

 

 

 

 ※２ 以下に示す色彩は、左記のマンセル値による基準を適用しない。 

①地域の伝統的な農家住宅や蔵、社寺等に見られる漆喰壁、土壁、板壁、また和瓦葺、茅葺、銅板葺の屋根等の特徴的な形態意匠

を継承する建築物。 
②木材や石材、土、レンガ（カラーレンガは除く）、和瓦、銅板を用いており、素材そのものの色（素材の表面を保護するために

素地を見せた塗装を含む）を活かしている外壁及び屋根。 

③２階までの各外壁の１／１０以下の面積（開口部を含む）に用いるアクセントカラー。但し、屋根は認めない。 
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■地域区分別景観づくり基準（農村集落・森林山地） 
行為 

区分 

大区

分 
小区分 農村集落 森林山地 

建
築
物
及
び
工
作
物
の
新
築
、
増
築
、
改
築
又
は
外
観
の
変
更 

形
態
・

意
匠 

道路からの位置 
・道路からできるだけ後退し、道路側に空地を確保する
ように努める。 

・道路から概ね 10 メートル以上後退
し、良好な空間の確保に努める。 

隣地からの位置 ・隣地の敷地境界からできるだけ離し、ゆとりのある空間を確保する。 

敷地内の配置 ・敷地内に樹木や水辺等がある場合は、これらを生かせる配置とする。 

ランドマークと
の関係 

・八ヶ岳への眺望、湖沼等水辺景観を極力阻害しない配
置とする。 

・八ヶ岳への眺望、湖沼等水辺景観を
極力阻害しないような配置とする。 

・地形の高低差がある場合はそれを生
かして周辺の自然景観に調和するよ
うな配置とし、りょう線や斜面上部

への配置はできるだけ避ける。 

・電柱、鉄塔類はできるだけ目立たない位置に設置する。 
・団地開発ではできるだけ電線の地中化や電柱類を道路側に設置しないようにする等八ヶ岳の眺

望を阻害しないように努める。 

規 模 
・八ヶ岳への眺望をできるだけ阻害しないようにするとともに、周囲の基調となる景観から著し

く突出した印象を与えない規模、建築物等と敷地の釣り合いとする。 

建築物の 

高さの 
数値基準※３ 

・高さは、山並みの眺望の確保、周辺の自然景観、田園
景観等との調和に配慮し、できるかぎり低く抑えるよ

う努める。 
・高さの最高限度は、１３ｍとする。ただし、製造業と
農業の用に供する建築物に限り、次のとおりとする。 

（1）やむを得ず１３ｍを超える場合であっても２０ｍ
を超えてはならない。この場合、隣地境界から１０ｍ
以上後退し、かつ隣地境界と建築物との間に緩衝緑地

（中木以上の植栽）を設け、山並み及び周囲の景観に
圧迫感を与えないように努める。 

（2）景観審議会に諮問し、意見を聴いたうえで、周囲

の景観に大きな支障を及ぼすおそれがないと市長が認
める場合に限り、２０ｍを超えることができる。 

・第一種低層住居専用地域にあっては１０ｍとする。 

・高さは、山並みの眺望の確保、周辺
の自然景観、田園景観等との調和に

配慮し、できるかぎり低く抑えるよ
う努める。 

・高さの最高限度は、１３ｍとする。 

・ただし、国定公園内にあっては、自
然公園法の基準、またそれ以外の地
域においては茅野市生活環境保全条

例の基準に準ずるものとする。 
 

 
用途地域 
(容積率/建

ぺい率) 

無指定 
（200/60） 

無指定 
（50/30） 

無指定 
（300/70） 

 最高限度 １３ｍ １３ｍ 

形態・意匠の調

和、まとまり 

・八ヶ岳や背景となる山並み、防風林等の樹林、周囲の
建築物等の形態、史跡等の文化遺産との調和に努め
る。 

・八ヶ岳の山並みや湖沼、周囲の建築
物等の形態との調和に努める。 

デザイン、屋根 
・屋根の形状は原則としてこう配屋根で適度な軒の出を有するものとし、こう配は背景の山並み
や周辺の建築物等との調和に努める。 

伝統的様式の 
尊重・継承 

・周辺に伝統的な様式を持つ建築物が多い場合には、その様式を継承し又は取り入れた意匠とす
るよう努める。 

壁 面 ・壁面等は、大規模な平滑面が生じないよう、陰影等の処理に配慮する。 

屋上等設備 
・太陽光発電設備等を建築物に設置する場合には、色彩を建築物に合わせて調和を図る。 
・太陽光発電設備等以外の屋上設備は、設置しないことを基本とする。やむを得ず設置する場合

には、外部から見えにくいように壁面やルーバーで覆う等の工夫をする。 

非常階段等 
付帯設備 

・屋外階段、ベランダ、パイプ類等の付帯設備や付帯の広告物等は、煩雑な印象を与えないよ
う、デザインに配慮し、建築物等本体との調和を図る。 

材
料 

調和・耐久性 

・周辺の景観と調和し、耐久性に優れた材料を用いる。 ・周辺景観と調和し、耐久性に優れた
材料を用いる。 

・特に別荘地内においては、木材等の
自然素材の使用に努める。 

反射光のある 

素材 

・反射光のある素材を極力用いないように努める。 

色
彩

等 

色彩の調和 ・八ヶ岳の眺望を阻害せず、周辺の自然や田園、建築物等と調和した色調とする。 

建築物の 
色彩基準※４ 

・外壁及び屋根に使用する色彩については、全体を３色以内のコントラストでまとめることが望
ましい。 

・外壁及び屋根の基調色はマンセル値によるものとし、色相に応じ以下のものを基本とする。 

■外壁 

色相 明度 彩度 

R 
3以上 
8以下 

2以下 

YR,Y 3以下 

GY,G 2以下 

N 
3以上 
9以下 

 
 

 

■屋根 

色相 明度 彩度 

R,YR,Y,GY,G, 

BG,B,N 
5以下 4以下 

 

 ※３ 高さの基準は、国定公園内では最低地盤面からの高さ、それ以外の地域では平均地盤面からの高さとする。また以下の施設は、
上記の高さの最高限度の基準を適用しない。 

①学校、病院等の公益上必要な公共施設。 

②地域の伝統的な様式で、その特徴的な形態・意匠等を継承する建築物。 
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■地域区分別景観づくり基準（農村集落・森林山地） 

行為 

区分 

大区

分 
小区分 農村集落 森林山地 

建
築
物
及
び
工
作
物
の
新
築
、
増
築
、
改
築
又
は
外
観
の
変
更 

色
彩

等 

多色使い、 

色数 

・使用する色数はできるだけ少なくするよう努める。 

照 明 

・照明を行う場合は、設置場所周辺の環境に
留意し、過度なものとならないように留意

する。 
・光源で動きのあるものは、原則として避け

る。 

・照明を行う場合は、安全性の確保等に必要な
最小限度にとどめ、かつ設置場所の自然環境

や周辺環境に留意する。 
・光源で動きのあるものは、原則として避け

る。 

敷
地

の
緑
化 

既存樹木等の
活用 

・敷地内に優れた樹木や防風林等がある場合は、可能な限り保存若しくは移植し、修景に生か
す。 

緑化による 
圧迫感の軽減 

・建築物等の周囲は緑化することにより、圧迫感、威圧感の軽減に努める。 

駐車場等の 
処理 

・駐車場、自転車置場等を設ける場合は、周囲の緑化に努める。 

樹 種 

・使用する樹種は、周辺の防風林等の樹林や

緑地等と調和した地域の風土にあったもの
とするように努める。 

・使用する樹種は、周辺の樹林等の景観と調和

させるとともに、高原に適した樹種の活用に
努める。 

敷地境界の 

処理 

・敷地境界には樹木等を活用し、門、塀等に
よる場合は、自然素材を用いる等、周辺景
観と調和するように配慮する。 

・現状において生垣が形成されている集落内
沿道では、やむを得ない場合を除き生垣と
する。 

・敷地境界には塀等の遮へい物はできるだけ設
けない。やむを得ず設ける場合は、生垣とす
るように努める。 

特
定
外
観
意
匠
（
屋
外
に
お
け
る
広
告
物
の
表
示
又
は
掲
出
） 

配 置 

・道路等からできるだけ後退させるよう努める。 
・八ヶ岳や周辺の山並み、湖沼等水辺景観への眺望を阻害しないように努める。 

・建築物等の屋上への掲出は、眺望を阻害し
ないようにできるだけ控える。 

・眺望を阻害するような建築物等の屋上への掲
出は、原則として避ける。 

規模、形態・
意匠 

・基調となる周辺景観に調和する形態・意匠とし、必要最小限の規模とする。 

・建築物の外壁と一体となる広告物の規模は、各外壁において外壁面積（開口部を含む）の 
１／１０を超えないように努める。 

・周辺の建築物の屋根や植生、防風林、その他周辺の景観の基調をなすものの高さを超えないよ

うに努める。 

材 料 

・耐久性に優れ、退色・はく離等の生じにく

いものとするとともに、設置箇所周辺の建
築物等と調和した素材の使用に努める。 

・反射光のある素材を極力使用しないように

努め、やむを得ず使用する場合は、着色等
の工夫をする。 

・耐久性に優れ、退色・はく離等の生じにくい

素材を用いる。特に別荘地内においては自然
素材等の使用に努める。 

・反射光のある素材は 原則として使用しない。 

色彩等 

・けばけばしい色彩とせず、できるだけ落ち

着いた色彩を基調とし、周辺の景観あるい
は建築物等と調和した色調とする。 

・けばけばしい色彩とせず、できるだけ落ち着

いた色彩を基調とし、周辺の自然景観と調和
した色調とする。 

・使用する色数はできるだけ少なくするように努める。 

・光源で動きのあるものは、原則として避ける。 

地上に設置する再生

可能エネルギー発電
設備の配置、色彩等 

・再生可能エネルギー発電設備は、配置や緑化等の工夫により、周辺の景観との調和に努める。 

・再生可能エネルギー発電設備は、景観に配慮したできるだけ目立たない色彩に努める。 
・太陽光発電設備の太陽電池モジュールとフレームの色彩は、できるだけ同色に努める。 

土地の形

質の変更 

法面、擁壁 

・土地の形質の変更は最小限にとどめ、やむを得ない場合でも法面ができるだけ生じないように
緩やかなこう配とし、緑化に努める。 

・擁壁を必要とする場合は、材料、表面処理

の工夫、前面の緑化等により周辺の景観と
の調和を図る。 

・擁壁を必要とする場合は、できる限り自然石

等で表面化粧するように努める。 

水辺等の活用 ・水辺等は極力保全し、活用するように努める。 

土砂の採
取及び鉱

物の掘採 

遮へい ・周辺から目立ちにくいよう、採取等の位置、方法を工夫し、敷地周辺の緑化等に努める。 

事後の緑化 
・採取等後は周囲の自然環境と調和した緑化等により修景する。 

屋外にお

ける物件
の集積又
は貯蔵 

高さ、積み上げ方法 

・物件を積み上げる場合には、高さをできるだけ低くするとともに、整然と、かつ威圧感のない

ように積み上げる。 
・道路から見えにくいように遮へいし、その際には植栽等を行い周辺の景観に調和するように努

める。 

 

 

 

 ※４ 以下に示す色彩は、左記のマンセル値による基準を適用しない。 
①地域の伝統的な農家住宅や蔵、社寺等に見られる漆喰壁、土壁、板壁、また和瓦葺、茅葺、銅板葺の屋根等の特徴的な形態意匠

を継承する建築物。 

②木材や石材、土、レンガ（カラーレンガは除く）、和瓦、銅板を用いており、素材そのものの色（素材の表面を保護するために素
地を見せた塗装を含む）を活かしている外壁及び屋根。 

③１階までの各外壁の１／１０以下の面積（開口部を含む）に用いるアクセントカラー。但し、屋根は認めない。 

  ④企業カラ―については、市長が特に必要と認める場合。 
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